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日向灘における深海エピ類の分布特性

橘本　 惇 ゛I 松 澤 誠 二 ゛1

宮 崎県日向澱の水深z7e 黯～360  m 海 域において潜水譌盍船「しんかい2000 」

|てよる深海生物を対象とした潜航Ｉ 査を実施した。

湯翦ヨ査の目視観察，Ｔｖ記録 写真から深海エピ頭（ ジンケンエピ，ｔ ゲナガ

エピ ）祀闢 する若干の知見が得られた。

これら深淘エピ髞は。水鯲320m ～3sOm 厚 く 飲泥|こ袂われた海底上に，多く

分布していた。 ジンケンエピは長い歩騨を延ばして惓|こ動き回-｡ており。ヒゲナガ

エピは底１１１こ頭を向け静止した状態で観察された。

ジンケンヱピとヒゲナガヱピの分布密度は，各々a.27 個体/ ｓ1 0.08 個 体 ／。２

と碓定された。

Distributional  property  of  deep  sea  shrimps,  Plesionike  martia

and  Parahaltponis  sibogoe,  m  Hyuga  Nads,

Jun  Hashimoto s2 andSeijiMatsuzawa**

The  survey for deep  sea organisms  was  carried out using the deep sea

research submersible  "SHINKAI  2000'' In Hyuga  Nada  offMiyazaki  depth

270  360 m.

Ecological information  on  deep  sea shrimps,  Plesio/rika martia  and

Pamhalipoms  sibogae,  was  obtained  from  direct observation, video  and

photographs.

These  shrimps  were  concentrically distributed on  the muddy  bottom

at depths between  320 m  and 350 m.

Pandalid  shrimp, Plesionika mania,  skipped on  the bottom  by stretching

their long pereopods.

Panaeid  shrimp,  Pamhalipoms  sibefae,
 rested on  the muddy  bottom

facing the bottom  current.

The  population  densities of  deep sea shrimps, Plesionika mania  and

Porahalipoms  sibogae, were  estimated at 0.27/m2  and  0.08/m*,  respectively.

＊1 海洋科学技術センター深海研究所

＊2 DelpSea 阯tsrchDep 飢 ｍｅｎt,JaplnM 急rine Science and Techn心1QgyＣｅｎtｅr
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|。 はじめに

宮崎県日向 灘の水深300m 前 後の海域は，ジン

ケ ンエ ピ(Plesiotiika martia). ヒゲ ナガ エビ

（ａ ｏｇz・aiiporns X16a 即1 ）等深海 エビ類 の第 一種

小型曳漁場 であり, 1982 年以降は 年間40 トン程

度 が漁獲されて いる。 そして，その約90 ％がジン

ケソエビと ヒゲ ナガエピで ある。

セ クトに沿って航走 し， 連続的にＴｖ 画像の記録

を行 った。その際， 適宜， ステレオカメラ， 船内

持ち込みカメラによ る写 真撮彫を行うと ともＲ:，

目視観察の状 況をテ ープレコ ーダに録音記録した。

その後， 録画したＴｖ 画像を 再生し， 観 察面積50

m2 毎に深海エピ類の 計数を行 った。 尚，調査面積

はSSBL 方式 トランスポ ンダ航法による「しんか

い20（）0」の1 ／5000 航跡図と船外カ ラーＴｖ カメ

ラの画角から算出 した。また， 潜航圜査に先立ち。

1985 年 ４月24 日 に， 本訓査海域において，宮崎

騙水産 試験場の 協力を得て採集した生物標本 を査

aΞし， 潜航調査の 参考とした。

しかしなが ら， この海域における深海エピ類の

生態学的， 資源学的知見は充分とは言い難い。

軍者等は， 宮 崎県日向調海域に おいて， 潜水窟

査船「しんかい2【X】0」による潜航譛査を実施した。

ここ では， その結果得 られたデ ータに戴き， 深海

エ ピ類の分布特性につ いて報告す る。

2. 方　法

潜航詬査は，1985 年７月29 日に図 Ｈこ示す宮

崎市東沖約25 ㎞の海域において爽施した。

「しんかい2000 」着底後，船外カラーＴＶを輿

下に向け，常に「しんかい2000 」の底部が海底に

接するように，予め設定しておいた３本のトラン

図１　潜航調査海域
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3. 結　 果

a  i　 調 査 海 域 の概 要

潜 航 加 査 海 域 の 水 深 は270 m ～360m で あ り ，

海 底 に は 起 伏 も多 く 認 め ら れ た が 全 体 的|こ は 黄 緑

褐 色 の 厚 い 軟 泥 に 被 わ れ た緩 斜 面 で あ っ た 。 ま た，

海 底 に は 人 工 物 体（ 曳 網 等 ？ ）を 引 き ず っ た 跡 が

多 く 認 め ら れ ， そ の 跡 に 深 海 エ ピ 類 が 多 く 集 ま り

生 息 し て い る の が 観 察 さ れ た。 海 底 の 形 状 は 水 深

290 m ～300 m を 境 に し て 異 な り ， そ れ 以 浅 は 直

径20c ・～50c ・ の す り 鉢 状 窪 地 が多 く 認 め ら れ ，

そ れ 以 深 で は 窪 地 が 少 な く ， イ タ チ ウ オ顛 や他 の

生 物 の 巣 穴 が 観 察 さ れ た。 水 深290m ～300  m 以

浅 で は 深 海 エ ビ 類 は 少 な く 。 窪 地 や 巣 穴 の 周 辺 に

ア カ ザ エ ピ （Ｍ・tan ・μ ｙ卯 ｓj 邨 ａａｌｃｌｓ）， ミ

ノ ゜;ビ 夊Ｈ ｅtｇｆ０４４ｙｐｔｘｓ ｓｉｂｏｇａｅ），オ オ コ シ オ

リ ェ ピ （ ＣＩ。。imtii ぬprincefis) な ど が 散 見 さ

れ る 程 度 であ っ た。 し か し 假 占 種 で あ る イ イ ジ マ

カ ン テ ン ナ マ コ （ 齔 陣! αglfla・　･･μ ｓai ） の 分 布

密 度 は ，0.06 個 体/ ㎡ と 推 定 さ れ た 。

水 深290 m ～300 m 深 に お け る 傴 占 穗 は ジ ン

ケ ンエ ビ と ヒ ゲ ナ ガ エ ビ を 主 と す る 深 海 エ ビ類 で

あ っ た 。 ジ ン ケ ンエ ビ 順 は 艮 い 歩 脚 を 延 ば し ， 体

を 海 底 か ら 浮 か し て 常 に 動 き 咀ｈ て お り【 写 真 】），

ヒ ゲ ナ ガ エ ビ は 底 屑 流 に 顛 を 向 け 静 止 し た 状 態

（ 写 真 ２ ）で 観 察 さ れ た 。 ヒ ゲ ナ ガ エ ビ の中 に は

半 ば 泥 中 に 埋 も れ てい る 個 体 も 認 め ら れ た 。

本 讎 査 海 域 の Ｘ ＢＴ に よ り 計 汨ljさ れ た 水 温 は

9,5 ℃ ～11.5 ℃ で あ っ た 。
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ａ２　 深海エビ類の 分布特性

表 １に「しんかい2000 」による潜航調査の概要

と結果を， 図 ２に「 しんかい2000 」の 航跡と50

㎡毎にＴ Ｖ画像から計数されたジンケ ンエビとヒ

ゲナガエどの個体数を示す。

今回 の潜航調査のＴｖ による総観察 面積 は1200

㎡であり， ジンケ ンエ ビは328 個体， ヒゲ ナガエ

ピは95 個体が観察され,各々の分布密度は0.27 個

体/  m2. 0.08 個体 ／ｍ２と推定された。しかし，表

１， 図 ２からもわかるように， 分布密度は トラ冫／

セクト毎に異 なり， 水深320 m ～350  m に多く分

布している傾向が認められた。

生物の分布様式を判定す る方 法の１つとして，

離隅係数が用いられる。こ れは 不偏分散ｖと平均

値χの比ｖ ／又で表わされ，ｖ ／又が －１， ＞ １

＜ 】のとき， それぞれ機会的（ＲＡＮＤＯＭ）分布，

集中的(AGGREGATE) 分布， 規則的(REGULA

Ｒ）分布と判定され る。5），9 ）

ここでは，50m2 毎のＴＶ画像から計数さ れた ジ

ンケンエビとヒゲ ナガエビ化二つ いて， 離隔係数を

求めた。表２に示 す通り， その結果， ジンケンエ

ピ， ヒゲナガエビともに， ＴＲ－ｌにおいては機

会的分布, TR  ― 2, TR　 ３にお いて は集中的

分布と判定された。

4. 渚　 察

我国において， 光学機器を使 用した定量的 な深

海生物調査例は少な いが，０ＨＴＡ（1983 ）は 駿

河湾の水深95m ～2830  mの梅域における大型の底

生生物について， ステレオカメ ラと トロ ールを併

用して行った謌査を 報告している。それによると

駿河湾においてジンケンエビは，水深140 m ～687m

で観察されており。 伊豆半島土肥沖の水深295m

～583 m における現存缶は0.015 ～0051g/m2 と

少ないが，静岡県由比沖の 水深213 m ～258m の

111゙ 43,s゙ E　　　111*44.0 ‘l

〇 ● ＝’　　 ○ ●x1

｛1nilvldua16 ｝

図 ２　 「し んかい2000 」の航跡と深 海エピ頸の個 体数

TRACK ＬＩＮＥＳ ＯＦ II SHINKAI ２０００１１ AND

NUMBER ＯＦ INDIVIDUALS OF ＤＥＥＰ

SEA SHRIMPS.
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表１　「しんかい2000」による潜航調査の概要と結果
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表２　ジンケンエビとヒゲナガエビの分布様式

海域では2.079g/ml 水深258 m ～360  m の海域

では()｡475g/m2 という値を示している。

また，ヒゲ ナガエピは，水深227 m ～379m で

観察さ れ， 伊豆半島土 肥沖の 水深295  m～379m

海域にお ける現存里は，0.0?0 ～0.051g/m2 と報

告している。

1982 年およびj983 年に宮 崎県 水産肬簷場 が行

った第 丿種小型底曳網漁堡 物胡成表から ジンケｙ

エビと ヒゲ ナガ エピの平均体 璽を算出 し， 今回の

分布密度 を現存 鐙Ｒ:換算す ると ジンケンエビは約

ｌｇ／ｍｌ ヒゲ ナガエピは約0.8g/m2 という値Ｒ:な

る。

今回の潜航調査時 期が休 漁期の直後であ ったこ
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Table 2. DISTRIBUTION  PATTERN  OP  DEEP  SEA  SHRIMPS  (.Pttsiorika
mart  id . Pa  rah at ipo rus s  ib ogae)

Plssicnica
ps re i a

0|$]^SJ*c*$27Om-~36Om

iCte^|i?yyyj:^  **>#*  *･££<!:* 4

SSfl5*icrtSi0SI#fi:tt,

tl%o

yvyviL-ityt^x  *<z>ft$im&itm&

TR-l^#^ilT,  ≪ii]^TR-2, TR-3  TJft

ai ≫

fiUE3?$cffltMc*Sfec0 ±tt&$* ＼*o
 Xs x*

yxt", tytfrx  trPiic*m 320 m - 350 m JC

(02  ), Bmwre  *>#≪:?≪

JAMSTECTR  DEEPS6A  RESEARCH  (19S6)



そして，ジンケンエビは水深305m 以浅，ヒゲナ

ガエビは水深315m 以浅では観察されていない。

すなわち，測線TR-1 は，深海エピ類の主たる生

息水深内に入っており，他の測線TR-2.TR-3

は，主たる生息水深外にも設定されていることに

なる。それ故，ジンケンエピ，ヒゲナガエピは基

本的には機会的分布をするものの，海底に変化が

ある場所に多く生息していると考えられる。

5. おわりに

海洋科学技術センターでは，曳航式深海カラー

ＴＶシステムにより深海域に生息する表在性メガ

ロベントスの定量諞査を試みている。しかしなが

ら，曳航式深海カラーＴＶシステムのＴＶ画像は，

4000 m 以上のケーブルのみで電力供給や信号の送

受信を行っているため解像力が若干落ちてしまう。

そのため対象とする生物は充分に大型であり，か

っ，形態や体色に特徴のあるもの|こ限られてしま

う。

「しんかい2000 」に搭載されている船外カラー

ＴＶカメラの画像は，解像うりが高く，録画と同時

1こ目視lとより撮影面積の少ないＴＶカメラ画角外

の探海生物の分布状態をも観察可能であるため，

更に小型の表在性メガロベントスＲ:ついても精度

の高い定量調査が可能になったと言うことができ

よう。

最後に，今回の調査に先立ち。貴重な御助言を

戴き，また，標本を快く提供して下さった宮崎県

水産試験甌 黒木敏行氏ほか職員の皆棟に厚く御

礼申し上げる。
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写III】 海底 上を鳬き|!1］つているジンケンエビ（水深340m ）

Ｐａｎｄａ】id shｒimps,/ Ｅ々siQ湎加 回αμ 鈿，ｓkip on the

bottｏｍ.（340 m depUI ）

"パ12　 底 回 流iC 頭 をj;jlけ て 静Jj ･. し て い る ヒ ゲ ナガ エ ピ{ 水 深320m}

Ａ panaeid sh ｒimp ， 凡orah αliporos  si･&∂ｇαg，rｅsl.ｓ ｏｎ tllc

lχ〕ttＱｍ faci  ng- ｌｈｅ ｌχltt,)ｍ ｃｕl･rent. (32() ｍ ｄｅｐth)
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